
　打ち放しのコンクリートの壁の上部にスリットをとって、浮いたように屋根

がのり、要素が丁寧に整理された外観は、落ちついた住宅地の中でも際立

って洗練されている。玄関から良く設えられた小さなコートを見ながら、2階

に上ると外観から想像したよりずっと明るく、伸びやかな空間がある。コート

に面してとられた吹き抜けと反対側の床に穿たれた通気口を通して空気

が循環するようなっており、環境的な仕掛けもうまくデザインの中に消化され

ている。

　配置も隣家の日当たりや視線を意識して、出来る限りお互いの居住性や

プライバシィーを損なわないように配慮されているし、デザインとしての質の

高さは十分評価に値するが、その一方で、ファサードが街並みに対して閉

鎖的にすぎるのではないかという声もあった。個人や家族の生活を守り、隣

家の迷惑にならない、それ以上のことをつい望みたくなるのは、この住宅の

設計者の力量に期待するからでもある。実際、実によく手入れの行き届い

たコートが外からちらりとでも見えたらいいのにとも思ってしまったのである。
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